
地域資源や地域特性を活かした特色のあるまちづくりを推進するため「地域の力（考え）で地域を
育てる」地域まちづくりをすすめています。市内各地域の地域まちづくり活動団体によって取り
組まれている地域まちづくりなどを地まちのチカラで情報発信します。 vol.84
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⿁頭信彦さんのご紹介

株式会社対話計画取締役
NPO法人プラスまちづくり代表理事
まちづくりびと 三田 祐子さん

Ｑ まちづくりに取組んできた中でうれしかったこと
Ａ多くの方々に出逢い、助けていただいていること。
Ｑ これから取組みたいと考えていること
Ａ地域、人などの『価値』に視点を置いた活動をしていきたい。
Ｑ 最後にひとこと
Ａあるがままの他者を受け入れることを大切にしていきたい。

11月3日（木・祝）に3名のスピーカーを招き、
「まちづくりトークショー まちでちょっとやって
みた」を開催。まちづくり活動のきっかけや経緯
を、実体験を交えて熱くお話し頂きました。
「まずは活動助成を目標に」「お宝データ集め」
「まちをつかう」「小さい事の積み重ね」「志民
など、気になる言葉ばかり！
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三田さんは、H17年の第一回のまちづくりびと講座を受講され
たまちづくりびと。もともと土木のお仕事をされていますが、その
かたわらでファシリテーター等もされています。ソフト面にも関わ
り始めた理由について、ハードは作るだけじゃない、結局「使うの
は人だから」と教えてくださいました。

地域に直接入っていくことが難しい時も、心はがっつり地域の中
にある、何か良いものが生まれることに協力したい!と語る三田さ
ん。ハードとソフト両方の豊富な経験と、その客観的な視点で、ま
ちづくり活動を支えていらっしゃるのだと感じました。

参加者がスピーカーを囲んでのﾄｰｸｾｯｼｮﾝでは
さらに多くのキーワードが飛び出しました！
・「継続すること自体がチャレンジ」
・「口にしてみる。言葉にして発信する。」
・「小さいことでも、こんな風に使えるんだ！

というのを見せる」 などなど、
小さなことでも、やってみることの大切さがよ
く分かりました。身近な事で「私も何かやって
みたい」と周りに伝えることが、まちづくりの
最初の一歩かもしれませんね。
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地まち団体紹介
金 山 駅 前 ま ち そ だ て 会

地域の取組み
か ん で ら m o n z e n 亭

11月12・13日（土・日）、南区笠寺観音エリ
アで「笠寺盆マルシェ2022」が開催されまし
た。笠寺観音境内や商店街では、マルシェや縁
日、盆踊りが開催され、地域の方々で賑わって
いました。

駅前周辺道路を一部通行止めにし、社会実験
を伴った歩行者天国に。路上では芝生を敷いた
り、ハープの演奏や盆踊りまで！道路空間を様
々に活用し、いつもの風景とは一味違う、まち
の新たな楽しみ方を見せてくれました。

金山駅前まちそだて会は、便利な金山を徹
底的に便利にしていくというビジョンのもと
で、40万人を超える駅利用者にもっとまちに
出てもらえるよう、金山エリアの魅力向上と
情報発信をされている団体です。組織内には
「歴史文化」「エンタメ」「グルメ」「体験
「発信」の5つの部会があり、金山を盛り上げ
るための様々な活動を企画されています。

今回お話をうかがったのは、会⾧の田中良
知さん。メンバーと協力して情報発信を行う
うちに、自分の知らない魅力がたくさん出て
きたとのこと。金山に
関わる様々な人を巻き
込んで、人に話したく
なる、魅力あるまちに
していきたいとお話し
いただきました。※本イベントは、笠寺観音商店街振興組合主催、かんでらmonzen亭、及び笠寺六の

市共催で開催されました。

定例会の様子
当日の様子
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